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第９２回メーデーLIVE中継
５月１日（土）の第９２回中央メー

デーは、感染拡大防止のために規模を

大幅に縮小して代々木公園野外ステー

ジで、役員やスタッフのみの参加とな

りました。（写真は高田さん）

今年のメーデーは、新型コロナ感染

の収束が見えない中で、コロナ解雇が

１０万人を超えるなど、労働者の実態

が深刻化する中で開催されました。

主催者あいさつで小畑雅子代表委員

（全労連議長）は、医療・公衆衛生の

逼迫・崩壊は、新自由主義による公共サー

ビス切り捨てが根底にあるとして「命

を守ることを最優先に取り組む」事を

訴えました。雇用とくらしの課題では

女性と非正規労働者に矛盾が集中して

おり運動の更なる取り組み強化を訴え

ました。政府・財界がコロナ禍便乗で

進める「成長戦略」を批判し、格差を

なくす公正な社会を訴えました。

（各地での取り組みを掲載しています）

少し曇り空の下「本庄・児玉地域メーデー」が開催されました。地労連議長

の開会挨拶に続き、各参加団体の連帯挨拶が行われました。

沖電気の職場を明るくする会からは、「同一労働・同一賃金の社会、なくそう

格差、契約社員にも退職金を」の横断幕と手作りのプラカードを掲げ、真喜志

ふくみ支部長が挨

拶。集会終了後は

市内をパレードし

ながら市民に訴え

ました。（相原）

埼玉本庄・児玉メーデーでデモ行進

薄日が差す中、高崎市シティーギャラリーで西毛メーデーが開催され

ました。高崎地区労会議議長の挨拶のあと、高崎市教祖などとともに電

機・情報ユニオン群馬支部も、会場にかざした横断幕を示し、電機のリス

トラ状況を報告。安心して働ける社会を目指してともに闘いますと決意を

表明しました。メーデー宣言を採択し、近くの交差点でスタンディングア

ピールしました。参加人数は１００人、沖からは４人の参加でした。

群馬中央メーデーは、前橋中央イベント広場で１５０人の参加で開催し

集会後、街中をデモ行進しました。（平井）

今月号の紙面
①第９２回メーデーは代々木公園で

②全国地域での第９２回メーデー

③電機の「ジョブ型」導入について

④茨城対策会議で「労働法学習会」

⑤ＮＥＣ伊草闘争で「第３回総会」

ルネサスの「株主総会」取り組む

⑥ラプラース「富山紹介」橋場さん

⑦電機情報ユニオン 、青年コーナー

⑧６・６電機リストラ反撃交流会

争議支援総行動。集積回路

群馬高崎市・西毛メーデー


